
１１５５ 市市報報たたくく２２００１１００．．１１００

Messageforcitizen市長コラム 温 故 創 新
　

先
覚
者
・
志
田
林
三
郎
博
士

　
「
天
才
と
は
１
％
の
ひ
ら
め
き
と　

％
の
努
力
」

９９

は
ト
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
の
有
名
な
名
言
。
世
界
的
発
明
王

で
あ
る
エ
ジ
ソ
ン
が
唯
一
尊
敬
し
た
人
物
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー

大
学
の
ケ
ル
ビ
ン
卿（
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ト
ム
ソ
ン
）と
い

わ
れ
て
い
る
。そ
の
ケ
ル
ビ
ン
卿
が
愛
弟
子
と
し
て
教
え

「
私
が
出
会
っ
た
数
あ
る
教
え
子
の
中
で
最
高
の
学
生
」

と
高
く
評
価
し
た
日
本
人
が
い
た
。明
治
時
代
初
期
に
英

国
に
渡
航
し
た
多
久
出
身
の
志
田
林
三
郎
で
あ
る
。

　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
は
当
時
の
世
界
最
高
学
府
で
、か

の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ワ
ッ
ト
も
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
縁
の
あ

る
大
学
で
あ
る
。林
三
郎
は
こ
こ
で
最
優
秀
学
生
に
与
え

ら
れ
る
ク
レ
ラ
ン
ド
金
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に

大
学
で
の
学
究
に
加
え
、英
国
郵
便
事
業
実
情
を
調
査
し

て
帰
国
し
、工
部
省
電
信
局
の
実
務
に
尽
力
し
、日
本
の

郵
便
・
通
信
事
業
の
基
礎
を
築
く
仕
事
に
奔
走
し
た
。

　
　

歳
で
工
部
大
学
校
電
気
工
学
科
の
初
代
日
本
人

２７
教
授
に
就
任
。明
治　

年
の
帝
国
大
学（
現
在
の
東
京

１９

大
学
）発
足
で
は
教
授
と
な
り
、　

年
に
我
が
国
第
一

２１

号
の
工
学
博
士
と
な
り
、東
京
電
信
学
校
校
長
も
務
め
た
。

　

電
気
学
会
創
設
に
も
尽
力
し
、設
立
記
念
の
第
一
回

総
会
講
演
で
、テ
レ
ビ
な
ど
現
代
に
至
る
科
学
技
術
の
進

展
と
情
報
化
社
会
を
予
言
し
た
。ま
さ
に
俊
才
ぶ
り
を
発

揮
し
て
活
躍
し
た
。だ
が
病
の
た
め　

歳
８
か
月
で
逝
去
。

３６

存
命
な
ら
さ
ら
に
日
本
と
世
界
に
貢
献
し
た
は
ず
。

　

そ
の
活
躍
の
第
一
歩
を
支
え
た
の
は
若
い
才
能
を
見

出
し
支
え
た
多
久
の
人
々
だ
っ
た
。人
づ
く
り
の
気
風
が

多
久
に
あ
り
、人
物
輩
出
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
ど
志
田
博
士
を
顕
彰
す
る
会
が
発
足
し
た
。

郷
土
の
先
覚
者
を
さ
ら
に
学
び
、発
信
し
、人
づ
く
り
の

気
風
も
高
め
た
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 （
俊
彦
）

郷郷土土のの偉人「志田林三郎博士偉人「志田林三郎博士」」をを広広くく発信発信しよう！しよう！

　東多久町で誕生した志田博士は、幼少の頃から神
童と呼ばれ、工部大学校電信科（現：東京大学工学部
電気系３学科の前身）の１期生で、１８７９年に主席で卒
業。その後、スコットランドのグラスゴー大学に留
学し、物理学、数学などを学び、帝国大学教授や逓信
省の初代工務局長を歴任。我が国第１号の工学博士、
電気学会の創始者で、明治時代に活躍した日本の電
気工学の祖といえる人物です。１８８８年の電気学会第１
回総会演説で、無線、録音、テレビ、送電など、電気
工学が成しえる未来技術を予測。この１２０年前に唱え
た未来技術が次々と実現し、その先見性が高く評価
され、博士とその事績を展示・紹介している多久市先
覚者資料館が平成２０年、創立１２０年を迎えた電気学会
から『でんきの礎』第１回顕彰を受賞しています。

　顕彰会の設立は、『でんきの礎』顕彰受賞がきっかけとなっ
たもので、総会には教育関係者や県内の歴史研究家など約６０人
が参加。江口吉則教育委員長が「博士は幼少時に母親の手伝い
でまんじゅうを売っていたことにちなみ、“博士まんじゅう”
の商標を取得しました」という報告で始まりました。
　博士の遺徳と業績を顕彰し、科学・文化の振興発展と次世代
を担う若人の育成を目的にすることや事業計画などを確認し、
会長に就任した横尾俊彦市長は「共に学び、一般には知られて
いない郷土の偉人にスポットを当て、発信したい」と挨拶。電
気学会前会長で多久市出身の松瀨貢規明治大学教授の『志田林
三郎先生と電気工学』と題した記念講演もあり、「今の時代に
使っている通信、ネットワーク、電力などは、全て博士が明治の
終わりに予言したことで、技術も科学もその通り動いている。
色んな技術が進歩して総合的によくなったとみられる」など、
博士の生涯とその功績によってわが国の電気工学の発展や、こ
れからの低炭素社会の実現に向けての展望を話しました。
　顕彰会では今年から、博士の誕生日だった１２月２５日に市内の
子どもたちを対象にロボットコンテストの開催を決定。電気学
会から講師を招き子どもたちに電気や科学技術を楽しく学べる
イベントなどを検討しています。また、広く会員も募集中です。

■問い合わせ　
　志田林三郎顕彰会事務局（東原庠舎内）☎７５－５１１２

▲「世界トップの情報を集めて日本 
　の電気工学を進めた」と、博士の業
　績を伝える松瀨教授の講演

　多久市出身の先覚者「志田林三郎博士」（１８５５－１８９２年）の偉
業を称え、親しみ、ふるさと多久の誇りにしてもらいたいと、顕
彰会が発足し、多久シティホテル松屋で８月１９日、設立総会があ
りました。博士の遺徳や業績を広く社会に発信し、博士にちな
んだ科学・文化賞制度の設置やイベントなどを行うことを決めま
した。

電
気
学
会
（
東
京
都
）
で
、

「
１
０
０
年
前
に
高
度
情

報
化
社
会
が
見
え
て
い
た

天
才
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
志
田
博
士　
　
　
　

▼

顕彰会が発足

▼


